
TOP I C S

　国内で重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域を農林水産大臣が認定
する制度である日本農業遺産の認定を目指し、この日現地調査が行われ
ました。調査団が「道の駅三方五湖」の船着場より三方湖上へ出発し、伝
統漁法である「たたき網漁」
「柴漬け漁」「うなぎ筒漁」の
実演見学をしました。他にも
美浜町久々子で「しじみ漁」
の見学など三方五湖の伝統
的漁業システムの調査を行
いました。今後は1月に2次
審査があり、2月の認定を目
指します。

日本農業遺産の現地調査11/29

　11月8日に新規就農の取り組みが評価され、担い手づくり部門での最高
賞の受賞となりました。
　この日は、農楽舎の職員らが森下町長に受賞の喜びを報告しました。取
締役の下嶋幸夫さんは「平成30年で17年目になります。ここまでこられた
のは私たちだけではな
く、地元の方や行政のお
かげです。研修生の減
少など厳しい状況です
が、今まで以上に頑張り
たいです。」と語り、森下
町長も「この受賞をス
テップにして、さらに町
の活性化に貢献してほし
い。」と激励しました。

かみなか農楽舎  全国優良経営体表彰農林水産大臣賞受賞12/3

たたき網漁はじまる12/1

科学者たちの秘蔵コレクション展

　平成29年の夏より進められていた、校舎老朽化に伴うリフレッシュ工事と耐震
補強工事が完了し、竣工式が行われました。
　式典には、生徒や卒業生、関係者など約300人が出席し、同校の卒業生であ
る小林栄三氏や荻野正二氏のビデオレターが届けられたほか、生徒たちの案内
による校舎見学会も行われました。今回の工事では、図書館とパソコン室が一体
となったメディアセンターや、利用目的に応じて間仕切りを変更できる多目的室
が新たに設けられたほか、教室は日当たりが良く、床や壁に木材がふんだんに使
われて、温もりや明るさがいっぱいの空間となっています。
　生徒会長の澤本千博さんは「大切に使い、学習に励み、この校舎を未来に残し
ていこうと思います。ありがとうございました。」と、決意と謝辞を述べていました。

上中中学校大規模改造竣工式12/3

　野木小学校では、学校近くに借りた水田で、4、5年生が地域の方たちの
協力を得て米を栽培してきました。今年も代表して5年生12名が社協と交流
のある特別養護老人ホーム「松寿苑」に米30キロずつをプレゼントしました。
　松寿苑では、寄贈後ハンドクリー
ムを使い、入所の人たちにハンド
マッサージをして交流しました。5
年生の竹村知己さんは「今年2回
目の交流です。お米をおいしく食
べてもらいたいです。ハンドマッ
サージでは、おじいちゃん、おばあ
ちゃんに喜んでもらって嬉しかった
です。」と笑顔で答えてくれました。

野木小5年生自分たちで作ったお米をプレゼント12/7

　県が河内で整備を進めている河内川ダムが
完成間近となっています。この日、地元に建設
されるダムに愛着をもってもらおうと熊川小学
校全校児童を対象にダムに直接ペンキで絵を
描く「お絵描き大会」が実施されました。
　それぞれ自分の名前の型紙やもみじの型紙
におもいおもいの色のペンキを塗り記念にしま
した。
　その後、平成28年度より熊川地区地域づく
り協議会と協力して育てているもみじの苗木を
ダム整備に活用してもらおうと贈呈しました。

河内川ダム「お絵描き大会」

　福井しあわせ元気大会(全国障害者スポーツ大会)に来県された皇太子さまは、
この日敦賀市でフットベースボールを観戦された後、若狭町（鳥浜）の福井県年縞
博物館を訪問され、山根一眞特別館長や中川毅立命館大教授の説明を受けなが
ら7万年分の年縞標本などを視察されました。沿道には多くの町民がお出迎えし
ました。

　江戸時代から400年以上続くといわれる「たたき網漁」は冬季間(12月～
3月)に三方湖で行われる漁法で、水温が低下し、冬眠で湖底に潜んだコイ、
フナを青竹で湖面をたたき驚かせて、刺し網に追い込むものです。

　この日は初漁で、かかったコイは大
きいもので約80センチ、フナは約40セ
ンチ、合わせて100匹以上獲れました。
　鳥浜漁業協同組合の田辺喜代春組
合長は「初日としてはここ数年で最高
の成果でした。近年、組合員も若手が
4名加入し、活気が出てきました。これ
からも伝統をつないでいきたいです」と
話しておられました。

　パレア若狭ギャラリーで若狭三方縄文博物館と年縞博物館の2館の学芸員
らが研究で使う道具や、彼らが収集した秘蔵のコレクションを紹介しました。
　年縞博物館の山根一眞特別館長は、ジャーナリストとして各地を取材した
手書き原稿や、形の移り変わりが楽しいカメラ・録音機器といった取材道具な
どを出展しました。他、年縞博物館の立命
館大学古気候学研究センター福井研究所
の中川毅教授は、年縞に含まれる花粉の
分析に使う特注の機械や、自作の遠心分
離機などを展示しました。他、計8人の科
学者がコレクション約200点を出展しまし
た。若い時の研究の息吹が感じられ、そ
の人の歴史が表されているようでした。
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　美方高校において12月23日に京都市で開催される全国
高校駅伝に出場する駅伝部の激励会が行われました。
　美方高校後援会長の森下町長は「男女アベック出場おめ
でとうございます。昨年より良い順位になるよう期待してい
ます。健康に留意されて頑張ってください。全力で思い出に
残る大会になるようお祈りします。」と激励しました。
　女子キャプテンの久保田早恵さん(3年生)は「今年1年たく
さんの人に支えられ出場させていただき、感謝の気持ちで
いっぱいです。目標順位30番台を目指し、少しでも恩返しが
できるよう全力で頑張ります。」と力強く語っていました。

美方高校駅伝部激励会

若狭東高校ラグビー部激励会

上中中学校地域活性化プラン発表会
　上中中学校３年生が、「私たちの町おこしと未来への提言」と題し、総合学習に１年間
取り組んだ活動の成果を発表しました。２年３学期より「自然」「歴史文化」「食文化」「観
光」「イベント」「地域発信」の６コースに分かれ、自分たちができる「町おこし」とは何か、
さらに「未来の若狭町に望むこと」について、研究テーマを立て、活動してきました。
　発表では、修学旅行での訪問先や、町と連携して行った地域貢献活動で学んだこと
を通し、未来の若狭町について考えたことを、森下町長他来賓の方々の前で堂々と述
べていました。どのコースでもアイデア豊かな提言がなされ、来賓の方々も感心してい
ました。特に地域発信コースで製作した、特産品PRのためののぼりやポスター、自然
コースで製作した「フグ」の模型が目を引きました。この「フグ」の模型は、生徒が町
のPRとして考案し製作したもので、その場で贈呈式が行われました。「道の駅三方五
湖」店内に展示され、お客様を出迎えています。

　熊川宿若狭美術館において、町内はじめ福井市、大野市と遠くは
鹿児島県など、34保育園の1歳～6歳の園児が自由に描いた73作品
が展示されました。
　この日は同美術館の長谷光城館長が、子どもたちの絵を写実主義
の思考型、表現主義の感覚型、超現実主義の感情型、構成主義の直
感型と4つに分け、その一つ一つを説明し、感性光る鮮やかな水彩画
を約20人が鑑賞しました。来場者は子どもの絵とは思えない表現力
の幅広さを感じたようでした。

12/14

12/14

12/11

　12月27日より東大阪市花園ラグビー場において開催される、全国高
校ラグビー選手権大会に出場する若狭東高校ラグビー部の若狭町出身
者に対する激励会が、若狭町三方庁舎にて行われました。
　森下町長は「非常に嬉しい。ご活躍を祈ります。体調管理をしっかり
して頑張ってください。」と語りました。町内より出場する4人の選手は、
多くの町職員から激励を受けていました。

ギャラリートーク
「いのち かがやく 子ども美術」が開催

12/16

　平成30年6月より若狭町が取り組んで
いる「わがまち健康プロジェクト」の一環
で、からだイキイキ健康教室の7回目とな
る「全身の筋肉を使ったラジオ体操講習会」
がリブラ若狭で行われました。
　この日は、1級ラジオ体操指導士の小豆
澤かおり先生を講師に、約50人が動作の
意味やポイントについて細かく解説を受け
ながら、正しいラジオ体操のやり方を教え
てもらいました。
　参加者は「一つ一つの動作を分かりやす
く教えてもらい、ラジオ体操のイメージが
変わりました。」などと話していました。最
後にはキビキビと揃ってでき、気持ちの良
い時間を過ごしていました。

ラジオ体操講習会

防犯サンタ訪問

　宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの売上金を財源として実施して
いる『コミュニティ助成事業』を活用し
て、東黒田区が除雪機、ワイヤレスア
ンプ、マイク、メガホンを購入しました。
宝くじの売上金は、公共施設の整備や
備品購入などに活用されています。

12/21

　上中防犯組合のメンバーがサン
タクロースに扮して三宅保育所を
訪れ、子どもたちに事件や事故に
遭わないように呼びかけました。
同組合では、毎年上中地域の保育
所の一つを訪問し、防犯意識を高
める取り組みをしています。
　この日は上中交番の警察官と一
緒に、防犯標語の「いかのおすし
（ついて行かない、乗らない、大
声を出す、すぐ逃げる、知らせ
る）」を紹介し、事故に巻き込まれ
ないようにと約束しました。その
後、サンタさんからお菓子などの
プレゼントがありました。

〈撮影：四方由紀子〉

宝くじの助成金で整備しました

問い合わせ 環境安全課　☎0770-45-9126
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　熊川宿若狭美術館において、町内はじめ福井市、大野市と遠くは
鹿児島県など、34保育園の1歳～6歳の園児が自由に描いた73作品
が展示されました。
　この日は同美術館の長谷光城館長が、子どもたちの絵を写実主義
の思考型、表現主義の感覚型、超現実主義の感情型、構成主義の直
感型と4つに分け、その一つ一つを説明し、感性光る鮮やかな水彩画
を約20人が鑑賞しました。来場者は子どもの絵とは思えない表現力
の幅広さを感じたようでした。

12/14

12/14

12/11

　12月27日より東大阪市花園ラグビー場において開催される、全国高
校ラグビー選手権大会に出場する若狭東高校ラグビー部の若狭町出身
者に対する激励会が、若狭町三方庁舎にて行われました。
　森下町長は「非常に嬉しい。ご活躍を祈ります。体調管理をしっかり
して頑張ってください。」と語りました。町内より出場する4人の選手は、
多くの町職員から激励を受けていました。

ギャラリートーク
「いのち かがやく 子ども美術」が開催

12/16

　平成30年6月より若狭町が取り組んで
いる「わがまち健康プロジェクト」の一環
で、からだイキイキ健康教室の7回目とな
る「全身の筋肉を使ったラジオ体操講習会」
がリブラ若狭で行われました。
　この日は、1級ラジオ体操指導士の小豆
澤かおり先生を講師に、約50人が動作の
意味やポイントについて細かく解説を受け
ながら、正しいラジオ体操のやり方を教え
てもらいました。
　参加者は「一つ一つの動作を分かりやす
く教えてもらい、ラジオ体操のイメージが
変わりました。」などと話していました。最
後にはキビキビと揃ってでき、気持ちの良
い時間を過ごしていました。

ラジオ体操講習会

防犯サンタ訪問

　宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの売上金を財源として実施して
いる『コミュニティ助成事業』を活用し
て、東黒田区が除雪機、ワイヤレスア
ンプ、マイク、メガホンを購入しました。
宝くじの売上金は、公共施設の整備や
備品購入などに活用されています。

12/21

　上中防犯組合のメンバーがサン
タクロースに扮して三宅保育所を
訪れ、子どもたちに事件や事故に
遭わないように呼びかけました。
同組合では、毎年上中地域の保育
所の一つを訪問し、防犯意識を高
める取り組みをしています。
　この日は上中交番の警察官と一
緒に、防犯標語の「いかのおすし
（ついて行かない、乗らない、大
声を出す、すぐ逃げる、知らせ
る）」を紹介し、事故に巻き込まれ
ないようにと約束しました。その
後、サンタさんからお菓子などの
プレゼントがありました。

〈撮影：四方由紀子〉

宝くじの助成金で整備しました

問い合わせ 環境安全課　☎0770-45-9126
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RAINBOW傘
（山頂駅舎前）

　

山頂公園 入園料
通常料金…大人800円  小人600円

大人 400円  小人 200円
若狭町民・美浜町民

1月～2月の
降雪期間

天空の足湯から眺める三方五湖・日本海の雪景色はまさに絶景

冬にしか見れない特別の景色は山頂だけの特典です

※リフト・ケーブル往復乗車料含む
※別途、三方五湖有料道路の通行料金が発生致します
※幼児（6歳未満）無料
※地元割引は1名の身分証明書の提示により5名まで適用

リフト乗車口のチケットカウンターにて、
運転免許証か保険証をご提示ください

大人：3,000円
小人：2,000円
（小学生～中学生）

年間パスポート

さらにお得！

お得！
地元割引あります‼

● 営業時間 9：00～16：30（最終乗車16：00）冬期（12/1～2/28）

福井県三方上中郡若狭町気山18‐2‐2
TEL：0770‐45‐2678（代）　FAX：0770‐45‐1833
http://www.mikatagoko.com

絶景! 雪のテラスと雪遊び

丹前と和傘
（五湖庵）

無料レンタル
各種グッズ 山頂公園で

あそぼ！
雪遊びグッズ
（山頂広場）

（小学生～中学生）


